
10

20

JP 7247330 B2 2023.3.28

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7247330号

(P7247330)
(24)登録日　令和5年3月17日(2023.3.17)(45)発行日　令和5年3月28日(2023.3.28)

(54)【発明の名称】　安定化部材を備えたクリップアプライヤ

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｂ 17/128 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｂ 17/128 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-517267(P2021-517267)
(86)(22)出願日　 令和1年9月26日(2019.9.26)
(65)公表番号　 特表2022-502181(P2022-502181 

A)
(43)公表日　 令和4年1月11日(2022.1.11)
(86)国際出願番号　 PCT/US2019/053145
(87)国際公開番号　 WO2020/069123
(87)国際公開日　 令和2年4月2日(2020.4.2)

審査請求日　 令和3年5月26日(2021.5.26)
(31)優先権主張番号　62/737,043          
(32)優先日　 平成30年9月26日(2018.9.26)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

米国(US)

(73)特許権者　 515257519
テレフレックス  メディカル  インコーポ 
レイテッド
アメリカ合衆国  ノースカロライナ州  ２ 
７５６０  モリスヴィル  カリントン  ミル  
ブールヴァード  ３０１５

(74)代理人　 100094569
弁理士　田中  伸一郎

(74)代理人　 100103610
弁理士　▲吉▼田  和彦

(74)代理人　 100109070
弁理士　須田  洋之

(74)代理人　 100088694
弁理士　弟子丸  健

(74)代理人　 100095898
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 手 術 用 ク リ ッ プ を 使 用 す る た め の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ で あ っ て 、 こ の ク リ ッ プ ア プ ラ イ  
ヤ は 、
　 前 記 手 術 用 ク リ ッ プ と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ ジ ャ ー 部 材 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 と 、
　 前 記 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 開 状 態 と 閉 状 態 と の 間 で 揺 動  
さ せ る 作 動 部 材 と 、
　 前 記 手 術 用 ク リ ッ プ と 係 合 す る 安 定 化 部 材 で あ っ て 、 こ の 安 定 化 部 材 は 、 前 記 第 １ ジ ャ  
ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 間 の 少 な く と も 一 部 で あ る 遠 位 位 置 か ら 前 記 第 １ ジ ャ ー 部 材 と  
第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 間 の 少 な く と も 一 部 で あ る 近 位 位 置 ま で 前 記 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ に 関 し  
て 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ た 前 記 安 定 化 部 材 と 、
前 記 安 定 化 部 材 を 前 記 第 １ ジ ャ ー 部 材 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ ジ ャ ー 部 材 に 接 続 す る 少 な く と  
も １ つ の ピ ン と 、 を 有 し 、
前 記 少 な く と も １ つ の ピ ン が 、 前 記 安 定 化 部 材 の 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 の 間 の 移 動 を 作 動 す  
る 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 安 定 化 部 材 は 、 こ の 安 定 化 部 材 が 前 記 近 位 位 置 に あ る と き 、 前 記 手 術 用 ク リ ッ プ か  
ら 外 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 安 定 化 部 材 は 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト を 備 え 、 前 記 少 な く と も １ つ の ピ ン が 前 記  

請求項の数　13　（全14頁）
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少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト に 受 け 入 れ ら れ 、 さ ら に 、 前 記 ピ ン の 各 々 は 前 記 そ れ ぞ れ の ス  
ロ ッ ト に 沿 っ て ス ラ イ ド し て 前 記 安 定 化 部 材 を 作 動 さ せ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ク リ  
ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト は 、 前 記 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 長 手 方 向 軸 に 対 し て 角 度  
が 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト は 第 １ ス ロ ッ ト と 第 ２ ス ロ ッ ト を 備 え 、 さ ら に 、 前 記 少  
な く と も １ つ の ピ ン は 前 記 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 各 々 に 設 け ら れ た ピ ン を 含  
む 、 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 安 定 化 部 材 は 、 前 記 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 を そ の 横 方 向 に 安 定 化 さ せ る よ う に  
構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 安 定 化 部 材 は 、 遠 位 部 分 に 第 １ 壁 及 び 第 ２ 壁 を 備 え 、 こ れ ら の 第 １ 壁 と 第 ２ 壁 は 前  
記 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 を そ の 間 に 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至
６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ ジ ャ ー 部 材 は 第 １ イ ン ナ ー チ ャ ネ ル を 備 え 、 前 記 第 ２ ジ ャ ー 部 材 は 第 ２ イ ン ナ  
ー チ ャ ネ ル を 備 え 、 さ ら に 、 前 記 安 定 化 部 材 は 前 記 閉 状 態 に お い て 前 記 第 １ イ ン ナ ー チ ャ  
ネ ル と 第 ２ イ ン ナ ー チ ャ ネ ル に 受 け 入 れ ら れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ク  
リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 更 に 、 前 記 作 動 部 材 と 前 記 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 と を 結 合 す る リ ン ク 機 構 を  
備 え て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ８ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 作 動 部 材 は 、 作 動 ロ ッ ド を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ク リ  
ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ ジ ャ ー 部 材 は 前 記 手 術 用 ク リ ッ プ の 第 １ 脚 部 材 の 遠 位 部 分 と 係 合 す る よ う に 構  
成 さ れ 、 前 記 第 ２ ジ ャ ー 部 材 は 前 記 手 術 用 ク リ ッ プ の 第 ２ 脚 部 材 の 遠 位 部 分 と 係 合 す る よ  
う に 構 成 さ れ 、 前 記 安 定 化 部 材 は 前 記 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 と 係 合 す る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 安 定 化 部 材 は 、 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 の 間 の 長 手 方 向 の 移 動 が 強 要 さ れ る 、 請 求 項 １  
乃 至 １ １ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 作 動 部 材 の 作 動 と 、 少 な く と も 前 記 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 一 方 の 前 記  
閉 状 態 へ の 揺 動 と 、 前 記 安 定 化 部 材 の 前 記 遠 位 位 置 か ら 近 位 位 置 へ の 移 動 は 、 同 時 に 実 行  
さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ２ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 特 許 出 願 は 、 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ２ ／ ７ ３ ７ ０ ４ ３ 号 の 優 先 権 の 利 益 を 主 張 し 、 こ の  
仮 出 願 の 全 開 示 は 、 参 考 と し て 本 明 細 書 に 含 ま れ る 。
　 本 開 示 は 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ に 係 わ り 、 特 に 、 手 術 用 ク リ ッ プ を 安 定 化 さ せ る よ う に  
構 成 さ れ た 安 定 化 部 材 を 備 え た ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 組 織 （ 例 え ば 、 血 管 、 リ ン パ 節 、 神 経 、 卵 管 、 心 臓 組 織 ） の 結 紮 は 、 多 く の 外 科 手 術 の  
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た め の 一 般 的 な 実 務 で あ る 。 こ れ は 、 手 術 用 ク リ ッ プ に よ り 血 管 を 閉 じ る 、 又 は 、 外 科 用  
糸 に よ り 血 管 を 縫 い 合 わ せ る こ と に よ り 実 行 さ れ る 。 外 科 用 糸 を 使 用 す る 場 合 、 血 管 を し  
っ か り 固 定 す る た め に 針 と 糸 の 複 雑 な 操 作 が 必 要 と な る 。 こ の よ う な 複 雑 な 操 作 は 、 時 間  
が か か り 、 且 つ 、 限 ら れ た 空 間 や 視 界 に 特 徴 が あ る 内 視 鏡 を 使 う 外 科 手 術 に お い て は 、 特  
に 実 行 す る こ と が 難 し い 。 対 照 的 に 、 手 術 用 ク リ ッ プ は 、 比 較 的 早 く 簡 単 に 使 用 す る こ と  
が で き る 。 従 っ て 、 内 視 鏡 を 使 う 手 術 や 開 腹 手 術 に 、 手 術 用 ク リ ッ プ を 使 用 す る こ と が 、  
劇 的 に 発 展 し た 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 者 は 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 手 術 用 ク リ ッ プ の 安 定 性 な ど の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ  
の １ 又 は そ れ 以 上 の 特 徴 を 改 善 す る こ と が 必 要 で あ る と 認 識 し た 。 手 術 用 ク リ ッ プ は 、 た  
び た び 、 一 対 の 対 向 す る ジ ャ ー を 備 え た ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ に よ り 使 用 さ れ る 。 最 近 で は  
、 ２ つ の 接 触 点 に よ り ク リ ッ プ を 固 定 す る ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ が 使 用 で き る よ う に な っ て  
い る が 、 こ の 例 と し て 、 対 向 す る ジ ャ ー が 手 術 用 ク リ ッ プ の 遠 位 端 に 設 け ら れ た ボ ス に 係  
合 す る ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ が あ る 。 し か し な が ら 、 ２ つ の 接 触 点 で は 、 手 術 用 ク リ ッ プ を  
十 分 に 安 定 化 さ せ る こ と は で き な い 。 こ れ は 、 手 術 用 ク リ ッ プ が 、 手 術 の と き 、 ク リ ッ プ  
ア プ ラ イ ヤ に 対 し て 位 置 が 合 わ な く な り 、 又 は 、 外 れ て し ま う か ら で あ る 。 本 開 示 に よ る  
方 法 及 び シ ス テ ム は 、 従 来 技 術 に お け る 上 述 し た 問 題 や 他 の 問 題 を 軽 減 し 又 は 解 決 す る こ  
と を 対 象 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ を 組 織 に 使 用 す る よ う に 構 成 さ れ た ク リ ッ プ ア  
プ ラ イ ヤ を 対 象 と し て い る 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ は 、 手 術 用 ク リ ッ プ と 係 合 す る よ う に 構  
成 さ れ た 第 １ ジ ャ ー 部 材 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 と 、 少 な く と も 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー  
部 材 の 一 方 を 開 状 態 と 閉 状 態 と の 間 で 揺 動 さ せ る 作 動 部 材 と 、 手 術 用 ク リ ッ プ と 係 合 す る  
安 定 化 部 材 と 、 を 有 す る 。 安 定 化 部 材 は 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 間 の 少 な く  
と も 一 部 で あ る 遠 位 位 置 か ら 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 間 の 少 な く と も 一 部 で あ  
る 近 位 位 置 ま で ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。  
安 定 化 部 材 の 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 の 間 の 移 動 は 、 少 な く と も 第 １ ジ ャ ー 部 材 、 第 ２ ジ ャ ー  
部 材 、 及 び 、 作 動 部 材 の 何 れ か に よ り 作 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 実 施 形 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 は 、 こ の 安 定 化 部 材 が 近 位 位 置 に あ る と き 、 手 術 用 ク リ  
ッ プ か ら 外 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 は 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト を 備 え 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 と  
第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 少 な く と も 一 方 は 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト の ス ロ ッ ト に 受 け 入 れ ら れ  
る ピ ン を 備 え 、 さ ら に 、 こ の ピ ン は ス ロ ッ ト に 沿 っ て ス ラ イ ド し て 安 定 化 部 材 を 作 動 さ せ  
る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト は 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 長 手 方 向 軸 に  
対 し て 角 度 が 付 け ら れ て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、
少 な く と も １ つ の ス ロ ッ ト は 第 １ ス ロ ッ ト と 第 ２ ス ロ ッ ト を 備 え 、 さ ら に 、 第 １ ジ ャ ー 部  
材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 各 々 は ピ ン を 備 え て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 作 動 部 材 は 、 安 定 化 部 材 の 近 位 部 分 に 直 接 的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 を 横 方 向 に 安 定 化 さ せ る  
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 は 、 遠 位 部 分 に 第 １ 壁 及 び 第 ２ 壁 を 備 え 、 こ れ ら の 第 １  
壁 と 第 ２ 壁 は 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 を そ の 間 に 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 は 第 １ イ ン ナ ー チ ャ ネ ル を 備 え 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 は  
第 ２ イ ン ナ ー チ ャ ネ ル を 備 え 、 さ ら に 、 安 定 化 部 材 は 閉 状 態 に お い て 第 １ イ ン ナ ー チ ャ ネ  
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ル と 第 ２ イ ン ナ ー チ ャ ネ ル に 受 け 入 れ ら れ る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ は 、 更 に 、 作 動 部 材 と 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ  
ャ ー 部 材 と を 結 合 す る リ ン ク 機 構 を 備 え て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 作 動 部 材 は 、 作 動 ロ ッ ド を 備 え て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 は 手 術 用 ク リ ッ プ の 第 １ 脚 部 材 の 遠 位 部 分 と 係 合 す  
る よ う に 構 成 さ れ 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 は 手 術 用 ク リ ッ プ の 第 ２ 脚 部 材 の 遠 位 部 分 と 係 合 す る  
よ う に 構 成 さ れ 、 安 定 化 部 材 は 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い  
る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 は 、 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 の 間 の 長 手 方 向 の 移 動 が 強 要 さ  
れ る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 作 動 部 材 の 作 動 と 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 少 な く と も  
一 方 の 閉 状 態 へ の 揺 動 と 、 安 定 化 部 材 の 遠 位 位 置 か ら 近 位 位 置 へ の 移 動 は 、 同 時 に 実 行 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 は 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ を 用 い て 手 術 用 ク リ ッ プ を 組 織 に 使 用 す る  
方 法 を 対 象 と し て い る 。 方 法 は 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 第 １ ジ ャ ー 部 材 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部  
材 の 間 に 手 術 用 ク リ ッ プ を 受 け 入 れ る 工 程 と 、 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 を 、 第 １ ジ ャ ー  
部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 間 の 少 な く と も 一 部 で あ る 遠 位 位 置 で 、 安 定 化 部 材 に 係 合 さ せ る  
工 程 と 、 を 有 す る 。 方 法 は 、 更 に 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 少 な く と も 一 方 を  
閉 状 態 に 揺 動 さ せ て 手 術 用 ク リ ッ プ を 閉 じ る よ う に 作 動 部 材 を 移 動 さ せ る 工 程 と 、 第 １ ジ  
ャ ー 部 材 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 、 及 び 、 作 動 部 材 の 少 な く と も 何 れ か を 作 動 さ せ る こ と に よ り  
、 安 定 化 部 材 を 遠 位 位 置 か ら 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 間 の 少 な く と も 一 部 で あ  
る 近 位 位 置 へ 移 動 さ せ る 工 程 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 実 施 形 態 に お い て 、 方 法 は 、 更 に 、 安 定 化 部 材 が 近 位 位 置 に あ る と き 、 手 術 用 ク リ ッ プ  
を 安 定 化 部 材 か ら 外 す 工 程 を 有 す る 。
　 　 実 施 形 態 に お い て 、 方 法 は 、 更 に 、 安 定 化 部 材 を 作 動 さ せ る た め に 、 第 １ ジ ャ ー 部 材  
と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 少 な く と も 一 方 の ピ ン を 安 定 化 部 材 の ス ロ ッ ト に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ  
る 工 程 を 有 す る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 を 移 動 さ せ る 工 程 は 、 作 動 部 材 と 直 接 接 触 す る こ と に よ  
り 作 動 さ れ る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 方 法 は 、 更 に 、 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 を 安 定 化 さ せ る た め に 、  
安 定 化 部 材 の 第 １ 壁 及 び 第 ２ 壁 の 間 に 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 を 受 け 入 れ る 工 程 を 有 す  
る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 方 法 は 、 更 に 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 少 な く と も 一 方  
を 揺 動 さ せ る た め に 、 作 動 部 材 に よ り リ ン ク 機 構 を 作 動 さ せ る 工 程 を 有 す る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 方 法 は 、 更 に 、 閉 状 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 を 第 １ ジ ャ ー 部 材 の 第  
１ イ ン ナ ー チ ャ ネ ル 内 に 受 け 入 れ 且 つ 安 定 化 部 材 を 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 第 ２ イ ン ナ ー チ ャ ネ  
ル 内 に 受 け 入 れ る 工 程 を 有 す る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 更 に 、 第 １ 脚 部 材 の 遠 位 部 分 を 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 係 合 さ  
せ 且 つ 第 ２ 脚 部 材 の 遠 位 部 分 を 第 ２ ジ ャ ー 部 材 と 係 合 さ せ る 工 程 を 有 す る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 を 移 動 さ せ る 工 程 で は 、 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 と の 間 で 長  
手 方 向 の 移 動 が 強 要 さ れ る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 作 動 部 材 を 移 動 さ せ る 工 程 と 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の  
少 な く と も 一 方 を 閉 状 態 へ 揺 動 さ せ る 工 程 と 、 安 定 化 部 材 の 遠 位 位 置 か ら 近 位 位 置 へ 移 動  
さ せ る 工 程 は 、 同 時 に 実 行 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 開 示 の マ ニ ュ ア ル 式 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 遠 位 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 １ 実 施 形 態 の 第 １ 斜 視 図  
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で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 第 １ 実 施 形 態 の 第 ２ 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 手 術 用 ク リ ッ プ を 備 え た 開 状 態 の 図 ２ 及 び 図 ３ の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 で あ  
る 。
【 図 ５ 】 手 術 用 ク リ ッ プ を 備 え た 開 状 態 の 図 １ の マ ニ ュ ア ル 式 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 遠  
位 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 手 術 用 ク リ ッ プ を 備 え た 開 状 態 の 図 １ の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 手 術 用 ク リ ッ プ を 備 え た 閉 状 態 の 図 ６ の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 説 明 す る 。 明 細 書 を 通 し て 同 様 な 符 号 が 同 様 な 部 分 に  
付 さ れ て い る 。 従 来 か ら の 実 務 に 従 い 、 ま た 、 他 の 説 明 が な い 限 り 、 「 近 位 」 の 用 語 は 、  
デ バ イ ス を 操 作 し て い る 医 療 従 事 者 に よ り 近 い デ バ イ ス や 部 品 の 相 対 的 な 位 置 を 言 う 。 「  
遠 位 」 の 用 語 は 、 デ バ イ ス を 操 作 し て い る 医 療 従 事 者 か ら よ り 遠 い デ バ イ ス や 部 位 の 相 対  
的 な 位 置 を 言 う 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ に 関 し て 「 垂 直 」 の 用 語 は 、 両 方 の ジ ャ ー 部 材 又 は  
そ れ に 類 似 し た 部 品 の 間 で 一 様 に 延 び る 平 面 と 平 行 な 方 向 、 又 は 、 そ の 平 面 に 沿 っ た 方 向  
で あ る の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 相 対 的 な 方 向 を 言 う 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 又 は 部 品 に 関 す  
る 「 長 手 方 向 」 の 用 語 は 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 又 は 部 品 の 長 軸 又 は そ の 長 さ に 沿 っ た 相 対  
的 な 方 向 を 言 う 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ 又 は 部 品 に 関 す る 「 横 方 向 」 の 用 語 は 、 第 １ ジ ャ ー  
部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 と の 間 又 は 同 様 な 部 品 と の 間 に 垂 直 に 延 び る 平 面 と 平 行 な 又 は そ の  
平 面 に 沿 う 相 対 的 な 方 向 を 言 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 処 置 を 施 し て い る 間 、 手 術 用 ク リ ッ プ の 安 定 性 を 増 大 さ せ る よ う に 構 成  
さ れ た マ ニ ュ ア ル 式 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ に 関 す る 。
　 マ ニ ュ ア ル 式 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ は 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 と の 間 に 設 け  
ら れ た 安 定 化 部 材 を 備 え て い る 。 こ れ ら の 安 定 化 部 材 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 。 第 ２ ジ ャ ー 部 材  
は 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ に 少 な く と も ３ 点 で 接 触 し 、 こ れ よ り 、 医 療 処 置 の 間 、 手 術 用 ク  
リ ッ プ の 相 対 的 な 移 動 を 防 い で い る 。 安 定 化 部 材 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ の 近 位 部 分 を 受 け 入  
れ 、 さ ら に 、 手 術 用 ク リ ッ プ を 横 方 向 に 安 定 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 、 遠 位 部 分 か ら 延 び  
る 複 数 の 垂 直 壁 を 備 え て い る 。 こ れ ら の 垂 直 壁 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ の 横 方 向 の 動 き を 減 ら  
す た め に 、 相 対 す る 側 で 、 安 定 化 部 材 の 遠 位 部 分 か ら 延 び て い る 。 垂 直 壁 は 、 手 術 用 ク リ  
ッ プ が 使 用 さ れ 、 操 作 さ れ 、 及 び ／ 又 は 、 組 織 に 運 ば れ て い る （ 例 え ば 、 血 管 を 結 紮 す る  
） と き 、 フ ィ ッ シ ュ テ イ ル （ f i s h - t a i l i n g ） を 防 止 し な が ら 、 手 術 用 ク リ ッ プ を 安 定 化 さ  
せ る 。 安 定 化 部 材 は 、 さ ら に 、 垂 直 壁 の 間 で 延 び 且 つ 垂 直 方 向 移 動 を 減 少 さ せ る よ う に 構  
成 さ れ た 横 方 向 突 出 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 安 定 化 部 材 は 、 第 １ の 遠 位 位 置 と 第 ２ の 近 位 位 置 と の 間 を 長 手 方 向 に 移 動 す る よ う に 構  
成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ク リ ッ プ カ ー ト リ ッ ジ か ら マ ニ ュ ア ル 式 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 先  
端 に 負 荷 が か か っ て い る 間 で 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ の 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 の 間 に 手 術  
用 ク リ ッ プ が 受 け 入 れ ら れ て い る と き 、 安 定 化 部 材 が 十 分 な 遠 位 の 安 定 さ せ る 力 を 与 え る  
こ と が で き る よ う に な っ て い る 、
　 安 定 化 部 材 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ を 圧 縮 し て い る と き 、 近 位 位 置 に 向 け て 長 手 方 向 に 押 し  
戻 す の で 、 安 定 化 部 材 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ が 組 織 に 対 し て 閉 じ た ／ ラ ッ チ し た 後 、 手 術 用  
ク リ ッ プ が 圧 縮 し た 及 び ／ 又 は 開 放 し た と き 、 手 術 用 ク リ ッ プ の 伸 び と 干 渉 し な い 。
　 安 定 化 部 材 は 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 を 作 動 さ せ  
る 作 動 部 材 （ 例 え ば 、 作 動 ロ ッ ド ） の 少 な く と も １ つ に よ り 直 接 的 に 駆 動 さ れ て 動 く よ う  
に な っ て い る 。
　 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ に 負 荷 が か か っ て い な い と き 及 び 手 術 用 ク リ ッ プ が 取 り 付 け ら れ て  
い な い と き 、 安 定 化 部 材 が 長 手 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る よ う に 、 安 定 化 部 材 は 、 手 術  
用 ク リ ッ プ と は 独 立 し て 作 動 さ れ る 。



10

20

30

40

50

JP 7247330 B2 2023.3.28(6)

　 安 定 化 部 材 が 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 が 開 い た り 閉 じ た り し て い る と き 、 近 位 位 置 と  
遠 位 位 置 と の 間 を 動 く こ と が で き る よ う に 、 安 定 化 部 材 は 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 、 第 ２ ジ ャ ー  
部 材 、 作 動 部 材 の 少 な く と も １ つ の 動 き に 基 づ い て 動 け る よ う に な っ て い る 。
　 例 え ば 、 実 施 形 態 に お い て 、 安 定 化 部 材 は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 か ら ピ ン を 受 け 取  
る た め の 角 度 が 付 け ら れ た 複 数 の ス ロ ッ ト を 備 え て い る 。 角 度 が 付 い た ス ロ ッ ト に よ り 、  
安 定 化 部 材 は ジ ャ ー 部 材 が 揺 動 し て 閉 じ た と き に 直 接 的 に 押 し 戻 さ れ 、 安 定 化 部 材 は ジ ャ  
ー 部 材 が 揺 動 し て 開 い た と き 押 し 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 作 動 部 材 の 遠 位 端 は 、 安 定 化 部 材 の 近 位 端 に 直 接 的 に 結 合 さ れ 、 そ  
れ に よ り 、 ジ ャ ー 部 材 が 閉 じ る と き に 安 定 化 部 材 が 押 し 戻 さ れ 、 且 つ 、 ジ ャ ー 部 材 が 開 く  
と き に 安 定 化 部 材 が 押 し 出 さ れ る 。
　 実 施 形 態 に お い て 、 作 動 部 材 の 遠 位 端 は 、 安 定 化 部 材 の 近 位 端 に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ  
て い る 。 こ れ に よ り 、 作 動 部 材 の 作 動 及 び 押 し 戻 し と 、 少 な く と も 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２  
ジ ャ ー 部 材 の 一 方 の 閉 状 態 へ の 揺 動 と 、 安 定 化 部 材 の 遠 位 位 置 か ら 近 位 位 置 へ の 移 動 は 、  
手 術 用 ク リ ッ プ を 取 り 付 け て な い と き 、 同 時 に 実 行 さ れ る 。 第 １ ジ ャ ー 部 材 と 第 ２ ジ ャ ー  
部 材 が 開 状 態 へ 揺 動 す る と き 、 例 え ば 、 第 ２ の 手 術 用 ク リ ッ プ を 取 り 付 け る と き 、 上 述 し  
た 動 作 の 反 対 の 動 作 が 同 時 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 開 示 に よ る マ ニ ュ ア ル 式 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ １ ０ を 示 し て い る 。 ク リ ッ プ  
ア プ ラ イ ヤ １ ０ は 、 遠 位 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 有 し 、 こ の 遠 位 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 細 長 い  
シ ャ フ ト ３ ０ の 遠 位 端 に 設 け ら れ た ジ ャ ー 機 構 ２ ０ と 、 細 長 い シ ャ フ ト ３ ０ の 近 位 端 に 設  
け ら れ た ハ ン ド ル 機 構 ４ ０ を 備 え て い る 。 ジ ャ ー 機 構 ２ ０ は 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 ２ ２ と 、 第  
２ ジ ャ ー 部 材 ２ ４ と 、 こ れ ら の 第 １ ジ ャ ー 部 材 ２ ２ と 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ４ と の 間 に 設 け ら  
れ た 安 定 化 部 材 ２ ６ を 備 え て い る 。 ジ ャ ー 機 構 ２ ０ は 、 細 長 い シ ャ フ ト ３ ０ を 通 っ て 延 び  
て い る 作 動 部 材 ３ ２ を 介 し て ハ ン ド ル 帰 庫 ４ ０ に よ り 作 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ハ ン  
ド ル 機 構 ４ ０ は 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ４ ２ と 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ４ ４ を 備 え て い る 。 例 え ば  
、 細 長 い シ ャ フ ト ３ ０ の 近 位 端 は 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ４ ２ に 取 り 付 け ら れ 、 作 動 部 材 ３ ２  
の 近 位 端 は 、 第 ２ ハ ン ド 部 材 ４ ４ に 取 り 付 け ら れ 、 ハ ン ド ル 部 材 ４ ２ 、 ４ ４ の 相 対 動 作 又  
は 揺 動 動 作 に よ り 、 作 動 部 材 ３ ２ が 相 対 動 作 し 、 ジ ャ ー 機 構 ２ ０ を 作 動 さ せ る よ う に な っ  
て い る 。
　 ジ ャ ー 機 構 ２ ０ は 、 清 掃 の た め に 、 ハ ン ド ル 機 構 ４ ０ 及 び 細 長 い シ ャ フ ト ３ ０ に 取 り 外  
し 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 例 え ば 、 遠 位 エ ン ド エ フ ェ ク タ の ピ ン は 、 細 長 い シ ャ フ ト  
３ ０ の 遠 位 端 の ス ロ ッ ト に 受 け 入 れ ら れ る よ う に な っ て い る 。 第 １ ジ ャ ー 部 材 ２ ２ 、 第 ２  
ジ ャ ー 部 材 ２ ４ 及 び 安 定 化 部 材 ２ ６ の 作 動 を 、 以 下 の 実 施 形 態 に お い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ 乃 至 図 ５ は 、 図 １ の マ ニ ュ ア ル 式 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ １ ０ の 遠 位 エ ン ド エ フ ェ ク  
タ の 第 １ 実 施 形 態 １ ０ ０ を 示 し て い る 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ １ ０ ０ は 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５  
０ （ 図 ４ と 図 ５ 参 照 ） を 使 用 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ １ ０ ０ は 、  
第 １ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ４ 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ 、 シ ャ フ ト １ ０ ８ 、 及  
び 、 ハ ン ド ル 機 構 （ 図 １ 参 照 ） を 備 え て い る 。 ハ ン ド ル 機 構 を 作 動 さ せ て 、 作 動 部 材 （ 例  
え ば 、 作 動 ロ ッ ド ） １ １ ０ を シ ャ フ ト １ ０ ８ 内 で 引 き 戻 し た り 及 び ／ 又 は 押 し た り す る こ  
と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ を 開 状 態 （ 図 ４ 参 照 ） と 閉 状 態 （ 図 ５  
参 照 ） の 間 を 揺 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 、  
ヒ ン ジ 部 ５ ６ を 中 心 に し て 第 １ 及 び 第 ２ 脚 部 材 ５ ２ 、 ５ ４ を 揺 動 さ せ て 、 手 術 用 ク リ ッ プ  
５ ０ を 押 し 付 け る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 、 ヒ ン ジ 機 構 １ １ ２ で 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ 、  
こ の ヒ ン ジ 機 構 １ １ ２ は 、 シ ャ フ ト １ ０ ８ の 遠 位 部 分 １ ０ ９ に 設 け ら れ た 揺 動 ピ ン １ １ ８  
を 備 え て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０  
２ 、 １ ０ ４ の 間 で 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 受 け 入 れ る よ う に な っ て お り 、 さ ら に 、 第 １ 及 び  
第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 脚 部 材 ５ ２ 、 ５ ４ の 遠 位 部 分 で の 接 触 点  
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に お い て 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 安 定 化 さ せ る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 図 ２ 乃 至 図 ５ に  
示 す よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 、 １ 又 は そ れ 以 上 の 溝 １ １ ４ を 備  
え た 遠 位 部 分 を 備 え 、 こ れ ら の 溝 が 、 第 １ 及 び 第 ２ 脚 部 材 ５ ２ 、 ５ ４ の 遠 位 部 分 に 設 け ら  
れ た １ 又 は そ れ 以 上 の ボ ス ５ ８ を 受 け 入 れ る よ う に な っ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材  
１ ０ ２ 、 １ ０ ４ の 各 々 は 、 更 に 、 長 手 方 向 の チ ャ ネ ル １ １ ６ を 備 え 、 こ の 長 手 方 向 の チ ャ  
ネ ル １ １ ６ が 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ 及 び ／ 又 は 安 定 化 部 材 １ ０ ６ を 受 け 入 れ る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を さ ら に 安 定 化 さ せ る た め に 、 第 １ 及 び 第 ２  
ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の 間 に 受 け 入 れ ら れ る よ う に な っ て い る 。 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は  
、 細 長 い 本 体 を 有 し 、 こ の 本 体 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 近 位 部 分 （ 例 え ば 、 ヒ ン ジ 部 ５  
６ ） を 受 け 入 れ る 及 び ／ 又 は 近 位 部 分 と 係 合 す る 遠 位 部 分 １ ２ ０ を 備 え て い る 。 遠 位 部 分  
１ ２ ０ は 、 垂 直 壁 又 は 突 出 部 １ ２ ２ を 備 え 、 こ れ ら は 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ の 対 向 す る 側 で  
細 長 い 本 体 の 遠 位 部 分 １ ２ ０ か ら 延 び て い る 。 例 え ば 、 垂 直 壁 １ ２ ２ は 、 安 定 化 部 材 １ ０  
６ の 細 長 い 本 体 の 対 向 す る 側 面 と 一 体 で あ り 、 側 面 に 溶 接 さ れ 、 及 び ／ 又 は 、 側 面 に 固 定  
さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 垂 直 壁 １ ２ ２ に よ り 規 定 さ れ る 幅 は 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ の 残 り  
の 長 さ 部 分 の 幅 よ り も 広 く な っ て い る 。 垂 直 壁 １ ２ ２ は 、 そ れ ら の 間 に 手 術 用 ク リ ッ プ ５  
０ の 近 位 部 分 （ 例 え ば 、 ヒ ン ジ 部 ５ ６ ） を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た チ ャ ネ ル １ ２ ４ を  
形 成 し 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 横 方 向 の 動 き を 少 な く し て い る 。 垂 直 壁 １ ２ ２ は 、 実 質 的  
に 平 行 で 、 且 つ 、 遠 位 部 分 １ ２ ０ の 全 高 を 越 え な い 。 遠 位 部 分 １ ２ ０ は 、 更 に 、 垂 直 壁 １  
２ ２ の 間 で 横 方 向 に 延 び る 横 方 向 突 出 部 （ 図 示 せ ず ） を 備 え 、 こ れ が 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０  
の 近 位 部 分 に 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 遠 位 部 分 １ ２ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １  
０ ２ 、 １ ０ ４ の 間 に 位 置 し て い る と き 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 、 横 方 向 及 び ／ 又 は 垂 直 方  
向 に お い て 、 受 け 取 り 、 把 持 し 、 及 び ／ 又 は 、 安 定 化 す る 。 安 定 化 部 材 １ ０ ６ の 遠 位 部 分  
１ ２ ０ の 実 施 形 態 が 、 米 国 特 許 出 願 公 開 ２ ０ １ ８ ／ ０ ２ ７ １ ５ ３ ４ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ て  
お り 、 こ の 明 細 書 の 開 示 は 、 本 明 細 書 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の 間 で 対 称 に 配 置 さ れ て  
い る 。 安 定 化 部 材 １ ０ ６ の 配 置 に よ り 、 使 用 者 が 、 ２ つ の 相 対 す る 方 向 の 何 れ か か ら 、 ク  
リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ １ ０ ０ の ク リ ッ プ カ ー ト リ ッ ジ （ 図 示 せ ず ） か ら 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を  
取 り 出 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ は 、 手 術 用 ク リ  
ッ プ ５ ０ の 第 １ 脚 部 材 ５ ２ 又 は 第 ２ 脚 部 材 ５ ４ の 一 方 に 係 合 し 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ４ は  
、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 第 １ 脚 部 材 ５ ２ 又 は 第 ２ 脚 部 材 ５ ４ の 他 方 に 係 合 す る 。 ク リ ッ プ  
ア プ ラ イ ヤ １ ０ ０ と 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ と の 間 の ３ 点 の 係 合 に よ り 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０  
の 安 全 性 が 増 す 。 ２ 点 の 接 触 は 、 第 １ 及 び 第 ２ 脚 部 材 ５ ２ ， ５ ４ の 遠 位 面 に お い て 、 手 術  
用 ク リ ッ プ ５ ０ で 生 じ 、 ３ つ 目 の 点 の 接 触 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ （ 例 え ば 、 ヒ ン ジ 部 ５  
６ ） の 近 位 部 に 生 じ る 。 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ は 、 外 部 か ら の 力 が 作 用 し て も 、 第 １ 及 び 第  
２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の 間 で 積 極 的 に 係 合 さ れ た 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２  
脚 部 材 ５ ２ 、 ５ ４ に 反 対 方 向 の 力 を 作 用 さ せ る こ と に よ り 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 押 し 付 け  
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ １ ０ ０ に お い て は 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ が 遠  
位 位 置 に あ る と き 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 脚 部 材 ５ ２ ， ５ ４ （ 例 え ば  
、 溝 １ １ ４ に 係 合 し た 手 術 用 ク リ ッ プ の ボ ス ） の 遠 位 部 分 に 係 合 し 、 且 つ 、 ヒ ン ジ 部 ５ ６  
は 安 定 化 部 材 １ ０ ６ の 垂 直 壁 １ ２ ２ の 間 に 受 け 入 れ ら れ る よ う に 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ は  
ク リ ッ プ カ ー ト リ ッ ジ （ 図 示 せ ず ） か ら 最 初 負 荷 が か け ら れ て い る 。
　 ハ ン ド ル 機 構 を 作 動 さ せ る と 、 シ ャ フ ト １ ０ ８ の 遠 位 部 分 １ ０ ９ に 受 け 入 れ ら れ た リ ン  
ク 機 構 １ ４ ０ を 介 し て 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ に 結 合 さ れ た 作 動 部 材 １ １  
０ が 引 き 戻 さ れ る 。 例 え ば 、 第 １ リ ン ク １ ４ ２ は 、 作 動 部 材 １ １ ０ に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ  
た 第 １ 端 部 と 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ の 近 位 端 に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ た 第 ２ 端 部 を 備 え て  
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い る 。 第 ２ リ ン ク １ ４ ４ は 、 作 動 部 材 １ １ ０ に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ た 第 １ 端 部 と 、 第 ２ ジ  
ャ ー 部 材 １ ０ ４ の 近 位 端 に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ た 第 ２ 端 部 を 備 え て い る 。 リ ン ク 機 構 １ ４  
０ に は 、 ヒ ン ジ 機 構 １ １ ２ の 近 位 部 分 が 取 り 付 け ら れ 、 作 動 部 材 １ １ ０ を 引 き 戻 す こ と に  
よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ が 閉 状 態 に 向 け て 揺 動 す る 。 遠 位 部 分 １ ０  
９ は 開 と な り 且 つ シ ャ フ ト １ ０ ８ の 近 位 部 分 に 対 し て 広 く な り 、 こ れ に よ り 、 遠 位 部 分 １  
０ ９ は 、 揺 動 ピ ン １ １ ８ の 回 り を 揺 動 し た ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の 近 位 端 を 受 け 入 れ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ が 揺 動 す る の で 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 第 １ 及  
び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ （ 図 ４ 参 照 ） の 間 の 少 な く と も 一 部 の 第 １ の 遠 位 位 置 （  
第 １ 位 置 ） と 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ （ 図 ５ 参 照 ） の 間 の 少 な く と も 一 部  
の 第 ２ の 近 位 位 置 （ 第 ２ 位 置 ） と の 間 を 長 手 方 向 に 動 く よ う に 構 成 さ れ て い る 。 安 定 化 部  
材 １ ０ ６ は 、 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と の 間 の 長 手 方 向 の 動 き が 強 要 さ れ る 。 安 定 化 部 材 １ ０  
６ の 細 長 い 本 体 は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の 揺 動 が 妨 げ ら れ な い よ う に  
す る た め に 、 第 １ 位 置 及 び ／ 又 は 第 ２ 位 置 に お い て 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 及 び ／ 又 は 第  
２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ４ の 長 手 方 向 の チ ャ ネ ル １ １ ６ に 受 け 入 れ ら れ る よ う に な っ て い る 。 手  
術 用 ク リ ッ プ ５ ０ が 圧 縮 さ れ た 後 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 、 開 状  
態 に 向 け て 揺 動 し 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 第 １ の 遠 位 位 置 に 戻 り カ ー ト リ ッ ジ か ら の 第 ２ の  
手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ と 係 合 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０  
４ の 揺 動 に よ り 直 接 的 に 作 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 １  
又 は そ れ 以 上 の ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の ピ ン １ ２ ８ を ス ラ イ ド 可 能 に 受 け 入 れ る １ 又  
は そ れ 以 上 の ス ロ ッ ト １ ２ ６ を 備 え て い る 。 こ の よ う に し て 、 ピ ン １ ２ ８ は 、 ジ ャ ー 部 材  
１ ０ ２ 、 １ ０ ４ が 開 状 態 の と き 、 ス ロ ッ ト １ ２ ６ 内 の 近 位 位 置 に あ り 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６  
は 、 遠 位 位 置 に あ り 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ （ 図 ４ 参 照 ） と 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
　 ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ が 閉 位 置 に 向 け て 揺 動 す る の で 、 ピ ン １ ２ ８ は 、 ス ロ ッ ト １  
２ ６ を 介 し て 遠 位 位 置 ま で ス ラ イ ド し 、 こ の と き 、 ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ は 閉 状 態 で  
あ り 、 且 つ 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 近 位 位 置 に あ り 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ （ 図 ５ 参 照 ） と の 係  
合 が 解 か れ る 。
　 更 に 、 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ス ロ ッ ト １ ２ ６ を  
備 え 、 こ れ ら の ス ロ ッ ト １ ２ ６ が 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の 各 々 か ら ピ ン  
１ ２ ８ を 受 け 入 れ 、 こ れ に よ り 、 シ ャ フ ト １ ０ ８ に 対 し て 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０  
２ 、 １ ０ ４ の 両 方 が 揺 動 で き る よ う に な っ て い る 。 し か し な が ら 、 他 の 実 施 形 態 （ 図 示 せ  
ず ） に お い て は 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 単 一 の ス ロ ッ ト １ ０ ６ を 備 え 、 こ の 場 合 に は 、 第  
１ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の 一 方 の み が 揺 動 す る の が 望 ま し い 。
　 ス ロ ッ ト １ ２ ６ は 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ １ ０ ０ の 長 手 方 向 軸 に 対 し て 直 線 的 に 傾 い て お  
り 、 こ の 場 合 に は 、 ピ ン １ ２ ８ は 、 ス ロ ッ ト １ ２ ６ を 通 っ て 長 手 方 向 及 び 垂 直 方 向 に 同 時  
に 動 く よ う に な っ て い る 。 こ う し て 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 １ ０  
２ 、 １ ０ ４ が 互 い に 向 か っ て 揺 動 し な が ら 、 長 手 方 向 に 押 し 戻 さ れ る 。 ス ロ ッ ト １ ２ ６ は  
、 好 ま し く は 、 直 線 的 ／ 真 っ 直 ぐ で あ る が 、 カ ー ブ さ せ て 、 ジ ャ ー 部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の  
揺 動 と 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ の 長 手 方 向 の 動 き を 同 時 に 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 延 長 部 １ ３ ０ に よ っ て 、 垂 直 に 及 び ／ 又 は 横 方 向 に 安 定 化 さ れ て  
い る 。 延 長 部 １ ３ ０ は 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ と 一 体 化 構 造 で あ り 、 近 位 方 向 に 延 び 、 さ ら に  
、 シ ャ フ ト １ ０ ８ の 遠 位 部 分 １ ０ ９ の 長 手 方 向 の ス ロ ッ ト １ ３ ２ と 係 合 し て い る 。 延 長 部  
１ ３ ０ は 、 作 動 中 に 長 手 方 向 の ス ロ ッ ト １ ３ ２ を 通 っ て 長 手 方 向 に ス ラ イ ド す る が 、 こ の  
と き 、 延 長 部 １ ３ ０ の 横 方 向 及 び ／ 又 は 垂 直 方 向 の 遊 び ／ 動 き を 防 ぐ よ う に な っ て い る 。  
こ の よ う に し て 、 安 定 化 部 材 １ ０ ６ は 、 実 質 的 な 回 転 や 遊 び が な く 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー  
部 材 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の ピ ン １ ２ ８ に 対 し て 長 手 方 向 に 動 く よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ は 、 図 １ に 示 す マ ニ ュ ア ル 式 の ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ １ ０ の 遠 位 エ ン ド エ フ  
ェ ク タ の 第 ２ 実 施 形 態 ２ ０ ０ を 示 す 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ ２ ０ ０ は 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０  
を 使 用 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ ２ ０ ０ は 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 ２ ０  
２ と 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ４ と 、 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ と 、 シ ャ フ ト ２ ０ ８ と 、 ハ ン ド ル 機 構  
（ 図 １ に 示 さ れ て い る ） を 備 え て い る 。
　 ハ ン ド ル 機 構 を 作 動 さ せ て 、 作 動 部 材 （ 例 え ば 、 作 動 ロ ッ ド ） ２ １ ０ を シ ャ フ ト ２ ０ ８  
内 で 引 き 戻 し た り 及 び ／ 又 は 押 し た り す る こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、  
２ ０ ４ を 開 状 態 （ 図 ６ 参 照 ） と 閉 状 態 （ 図 ７ 参 照 ） の 間 を 揺 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。  
第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ は 、 ヒ ン ジ 部 ５ ６ を 中 心 に し て 第 １ 及 び 第 ２ 脚 部  
材 ５ ２ 、 ５ ４ を 揺 動 さ せ て 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 押 し 付 け る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ は 、 ヒ ン ジ 機 構 ２ １ ２ で 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ 、  
こ の ヒ ン ジ 機 構 ２ １ ２ は 、 シ ャ フ ト ２ ０ ８ の 遠 位 部 分 ２ ０ ９ に 設 け ら れ た 揺 動 ピ ン ２ １ ８  
を 備 え て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０  
２ 、 ２ ０ ４ の 間 で 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 受 け 入 れ る よ う に な っ て お り 、 さ ら に 、 第 １ 及 び  
第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 脚 部 材 ５ ２ 、 ５ ４ の 遠 位 部 分 で の 接 触 点  
に お い て 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 安 定 化 さ せ る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 図 ２ 乃 至 図 ５ に  
示 す よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ は 、 １ 又 は そ れ 以 上 の 溝 ２ １ ４ を 備  
え た 遠 位 部 分 を 備 え 、 こ れ ら の 溝 が 、 第 １ 及 び 第 ２ 脚 部 材 ５ ２ 、 ５ ４ の 遠 位 部 分 に 設 け ら  
れ た １ 又 は そ れ 以 上 の ボ ス ５ ８ を 受 け 入 れ る よ う に な っ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材  
２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の 各 々 は 、 更 に 、 長 手 方 向 の チ ャ ネ ル ２ １ ６ を 備 え 、 こ の 長 手 方 向 の チ ャ  
ネ ル ２ １ ６ が 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ 及 び ／ 又 は 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ を 受 け 入 れ る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ は 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を さ ら に 安 定 化 さ せ る た め に 、 第 １ 及 び 第 ２  
ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の 間 に 受 け 入 れ ら れ る よ う に な っ て い る 。 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ は  
、 細 長 い 本 体 を 有 し 、 こ の 本 体 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 近 位 部 分 （ 例 え ば 、 ヒ ン ジ 部 ５  
６ ） を 受 け 入 れ る 及 び ／ 又 は 近 位 部 分 と 係 合 す る 遠 位 部 分 ２ ２ ０ を 備 え て い る 。 遠 位 部 分  
２ ２ ０ は 、 垂 直 壁 又 は 突 出 部 ２ ２ ２ を 備 え 、 こ れ ら は 、 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ の 対 向 す る 側 で  
細 長 い 本 体 の 遠 位 部 分 ２ ２ ０ か ら 延 び て い る 。 垂 直 壁 ２ ２ ２ は 、 そ れ ら の 間 に 手 術 用 ク リ  
ッ プ ５ ０ の 近 位 部 分 （ 例 え ば 、 ヒ ン ジ 部 ５ ６ ） を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た チ ャ ネ ル ２  
２ ４ を 形 成 し 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 横 方 向 の 動 き を 少 な く し て い る 。 例 え ば 、 垂 直 壁 ２  
２ ２ は 、 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ の 細 長 い 本 体 の 対 向 す る 側 面 と 一 体 で あ り 、 側 面 に 溶 接 さ れ 、  
及 び ／ 又 は 、 側 面 に 固 定 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 垂 直 壁 ２ ２ ２ に よ り 規 定 さ れ る 幅 は 、  
安 定 化 部 材 ２ ０ ６ の 残 り の 長 さ 部 分 の 幅 よ り も 広 く な っ て い る 。 垂 直 壁 ２ ２ ２ は 、 実 質 的  
に 平 行 で 、 且 つ 、 遠 位 部 分 ２ ２ ０ の 全 高 を 越 え な い 。 遠 位 部 分 ２ ２ ０ は 、 更 に 、 垂 直 壁 ２  
２ ２ の 間 で 横 方 向 に 延 び る 横 方 向 突 出 部 （ 図 示 せ ず ） を 備 え 、 こ れ が 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０  
の 近 位 部 分 に 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 遠 位 部 分 ２ ２ ０ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２  
０ ２ 、 ２ ０ ４ の 間 に 位 置 し て い る と き 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 、 横 方 向 及 び ／ 又 は 垂 直 方  
向 に お い て 、 受 け 取 り 、 把 持 し 、 及 び ／ 又 は 、 安 定 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の 間 で 対 称 に 配 置 さ れ て  
い る 。 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ の 配 置 に よ り 、 使 用 者 が 、 ２ つ の 相 対 す る 方 向 の 何 れ か か ら 、 ク  
リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ ２ ０ ０ の ク リ ッ プ カ ー ト リ ッ ジ （ 図 示 せ ず ） か ら 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を  
取 り 出 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ は 、 手 術 用 ク リ  
ッ プ ５ ０ の 第 １ 脚 部 材 ５ ２ 又 は 第 ２ 脚 部 材 ５ ４ の 一 方 に 係 合 し 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ４ は  
、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 第 １ 脚 部 材 ５ ２ 又 は 第 ２ 脚 部 材 ５ ４ の 他 方 に 係 合 す る 。 ク リ ッ プ  
ア プ ラ イ ヤ ２ ０ ０ と 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ と の 間 の ３ 点 の 係 合 に よ り 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０  
の 安 全 性 が 増 す 。 ２ 点 の 接 触 は 、 第 １ 及 び 第 ２ 脚 部 材 ５ ２ ， ５ ４ の 遠 位 面 に お い て 、 手 術  



10

20

30

40

50

JP 7247330 B2 2023.3.28(10)

用 ク リ ッ プ ５ ０ で 生 じ 、 ３ つ 目 の 点 の 接 触 は 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ （ 例 え ば 、 ヒ ン ジ 部 ５  
６ ） の 近 位 部 に 生 じ る 。 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ は 、 外 部 か ら の 力 が 作 用 し て も 、 第 １ 及 び 第  
２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の 間 で 積 極 的 に 係 合 さ れ た 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２  
脚 部 材 ５ ２ 、 ５ ４ に 反 対 方 向 の 力 を 作 用 さ せ る こ と に よ り 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 押 し 付 け  
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ ２ ０ ０ に お い て は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部  
材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ は 脚 部 材 ５ ２ ， ５ ４ （ 例 え ば 、 溝 ２ １ ４ ） の 遠 位 部 分 に 係 合 し 、 且 つ 、  
ヒ ン ジ 部 ５ ６ は 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ の 垂 直 壁 ２ ２ ２ の 間 に 受 け 入 れ ら れ る よ う に 、 手 術 用 ク  
リ ッ プ ５ ０ は ク リ ッ プ カ ー ト リ ッ ジ （ 図 示 せ ず ） か ら 最 初 負 荷 が か け ら れ て い る 。
　 ハ ン ド ル 機 構 を 作 動 さ せ る と 、 リ ン ク 機 構 ２ ４ ０ を 介 し て 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０  
２ 、 ２ ０ ４ に 結 合 さ れ た 作 動 部 材 ２ １ ０ が 引 き 戻 さ れ る 。 例 え ば 、 第 １ リ ン ク ２ ４ ２ は 、  
作 動 部 材 ２ １ ０ に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ た 第 １ 端 部 と 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ の 近 位 端 に 揺  
動 可 能 に 結 合 さ れ た 第 ２ 端 部 を 備 え て い る 。 第 ２ リ ン ク ２ ４ ４ は 、 作 動 部 材 ２ １ ０ に 揺 動  
可 能 に 結 合 さ れ た 第 １ 端 部 と 、 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ４ の 近 位 端 に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ た 第  
２ 端 部 を 備 え て い る 。 リ ン ク 機 構 ２ ４ ０ に は 、 ヒ ン ジ 機 構 ２ １ ２ の 近 位 部 分 が 取 り 付 け ら  
れ 、 作 動 部 材 ２ １ ０ を 引 き 戻 す こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ が 閉  
状 態 に 向 け て 揺 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ が 揺 動 す る の で 、 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ は 、 第 １ 及  
び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ （ 図 ６ 参 照 ） の 間 の 少 な く と も 一 部 の 第 １ の 遠 位 位 置 （  
第 １ 位 置 ） と 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ （ 図 ６ 参 照 ） の 間 の 少 な く と も 一 部  
の 第 ２ の 近 位 位 置 （ 第 ２ 位 置 ） と の 間 を 長 手 方 向 に 動 く よ う に 構 成 さ れ て い る 。 安 定 化 部  
材 ２ ０ ６ は 、 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と の 間 の 長 手 方 向 の 動 き が 強 要 さ れ る 。 安 定 化 部 材 ２ ０  
６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ の 揺 動 が 妨 げ ら れ な い よ う に す る た め に 、  
第 １ 位 置 及 び ／ 又 は 第 ２ 位 置 に お い て 、 第 １ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 及 び ／ 又 は 第 ２ ジ ャ ー 部 材  
２ ０ ４ の 長 手 方 向 の チ ャ ネ ル ２ １ ６ に 受 け 入 れ ら れ る よ う に な っ て い る 。 手 術 用 ク リ ッ プ  
５ ０ が 圧 縮 さ れ た 後 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ ジ ャ ー 部 材 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ は 、 開 状 態 に 向 け て 揺  
動 し 、 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ は 第 １ の 遠 位 位 置 に 戻 り カ ー ト リ ッ ジ か ら の 第 ２ の 手 術 用 ク リ ッ  
プ ５ ０ と 係 合 す る 。 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ ２ ０ ０ は 、 他 の 記 載 さ れ な い 限 り 、 ク リ ッ プ ア プ  
ラ イ ヤ １ ０ ０ に 類 似 し た 特 徴 及 び 機 構 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ と 図 ７ に 示 す よ う に 、 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ は 、 作 動 部 材 ２ １ ０ の 長 手 方 向 の 動 き に よ  
り 、 直 接 的 に 作 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ は 、 作 動 部 材 ２ １ ０ に 直 接  
的 に （ 例 え ば 、 一 体 的 に ） 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 図 ６ と 図 ７ に 示 す よ う に 、 作  
動 部 材 ２ １ ０ は 、 ハ ン ド ル 機 構 か ら 延 び 、 リ ン ク 機 構 ２ ４ ０ を 通 り 、 揺 動 ピ ン ２ １ ８ を 通  
り 、 さ ら に 、 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ に 直 接 的 に （ 例 え ば 、 一 体 的 に ） 取 り 付 け ら れ て い る 。 作  
動 部 材 ２ １ ０ を 押 し 戻 し た り 押 し 進 め る こ と に よ り 、 安 定 化 部 材 ２ ０ ６ を 直 接 的 に 押 し 戻  
し た り 押 し 進 め る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ 乃 至 図 ７ に 示 す よ う に 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 第 １ 脚 部 材 ５ ２ は 、 凹 形 状 の 内 側 面  
と 、 遠 位 部 分 に フ ッ ク 部 材 を 備 え 、 第 ２ 脚 部 材 ５ ４ は 、 凸 形 状 の 内 側 面 と 、 遠 位 部 分 に チ  
ッ プ （ 先 端 ） 部 材 を 備 え て い る 。 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 閉 じ る と 、 第 １ 脚 部 材 ５ ２ の フ ッ  
ク が 、 第 ２ 脚 部 材 ５ ４ の チ ッ プ 部 材 の 回 り で 変 形 し 、 ラ ッ チ 構 造 と な っ て 、 手 術 用 ク リ ッ  
プ ５ ０ を 固 定 す る よ う に な っ て い る 。
　 湾 曲 面 に よ り 、 第 １ 及 び ／ 又 は 第 ２ 脚 部 材 ５ ２ 、 ５ ４ は 、 閉 じ る 及 び ／ 又 は ラ ッ チ 工 程  
に お い て 、 真 っ 直 ぐ 及 び ／ 又 は 細 長 く な る 。
　 安 定 化 部 材 １ ０ ６ 、 ２ ０ ６ は 、 そ れ が 押 し 戻 さ れ る こ と に よ り 、 閉 じ つ つ あ る 及 び ／ 又  
は ラ ッ チ さ れ つ つ あ る 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ と の 干 渉 を 避 け る こ と が で き る 。 さ ら に 、 安 定  
化 部 材 １ ０ ６ 、 ２ ０ ６ は 、 そ れ が 押 し 戻 さ れ る こ と に よ り 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 閉 じ た  
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及 び ／ 又 は ラ ッ チ さ れ た 後 に 、 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 取 り 外 す こ と が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ は 、 適 切 な サ イ ズ で 製 作 さ れ 、 更 に 、 血 管 、 リ ン パ 節 、 神 経 、 卵 管  
、 心 臓 組 織 等 の 多 種 類 の 組 織 に 使 用 可 能 で あ る 。 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ は 、 金 属 や ポ リ マ ー  
等 の 生 体 適 合 性 の 材 料 か ら 製 作 さ れ る 。 あ る 実 施 形 態 に お い て は 、 手 術 ク リ ッ プ ５ ０ は 、  
外 科 移 植 に 使 用 さ れ る 共 重 合 体 の よ う な 適 切 な 強 力 な 生 体 適 合 性 工 学 的 プ ラ ス チ ッ ク か ら  
作 ら れ た 一 体 型 重 合 体 か ら 構 成 さ れ て い る 。 材 料 と し て 、 ホ モ ポ リ マ ー 又 は 共 重 合 体 ポ リ  
ア セ タ ー ル 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 、 ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ  
Ｂ Ｔ ） 、 ポ リ オ ク シ メ チ レ ン 、 又 は 、 イ ン ジ ェ ク シ ョ ン モ ー ル ド や 押 出 成 形 に よ る 製 作 が  
可 能 な 他 の 熱 可 塑 性 材 料 が 用 い ら れ る 。
　 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 実 施 形 態 は 、 米 国 特 許 第 ４ ８ ３ ４ ０ ９ ６ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ 、 こ  
の 明 細 書 に お け る 開 示 内 容 は 本 明 細 書 に 参 考 と し て 含 ま れ る 。 手 術 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 含 む  
カ ー ト リ ッ ジ の 実 施 形 態 は 、 米 国 特 許 第 ６ ８ ８ ０ ６ ９ ９ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ 、 こ の 明 細 書  
に お け る 開 示 内 容 は 本 明 細 書 に 参 考 と し て 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 多 く の 特 徴 や 利 点 は 、 上 述 し た 説 明 か ら 明 ら か で あ り 、 そ の た め 、 特 許 請 求 の  
範 囲 は こ の よ う な 本 発 明 の 特 徴 や 利 点 を カ バ ー す る 。 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定  
さ れ ず 、 全 て の 適 切 な 変 形 例 や 均 等 物 を 含 む 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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